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講
義
録
・
教
科
書
と
出
版

　

一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
八
月
、
半
年
前
に
公
布
さ
れ
た

専
門
学
校
令
を
踏
ま
え
て
、
東
京
法
学
院
は
東
京
法
学
院
大
学
と

改
称
し
た
。

　

東
京
法
学
院
大
学
時
代
は
二
年
間
と
き
わ
め
て
短
期
間
で
あ
っ

た
が
、
普
通
学
（
一
般
教
養
）
修
得
の
体
系
整
備
と
、
各
種
国
家

試
験
の
受
験
準
備
の
組
織
化
と
い
う
意
味
で
、
本
学
の
転
換
点
に

位
置
す
る
と
い
え
よ
う
。

　

も
と
も
と
、
普
通
学
の
必
要
性
は
以
前
か
ら
認
識
さ
れ
て
お

り
、
一
八
九
七
年
に
は
法
学
院
学
生
の
た
め
に
普
通
学
講
習
を
目

的
と
し
て
兼
修
科
を
設
置
し
て
い
た
。
こ
の
兼
修
科
で
は
、
在
学

生
の
た
め
に
中
等
教
育
段
階
に
お
い
て
修
得
す
べ
き
『
文
章
軌

範
』
や
『
唐
宋
八
家
文
』
ほ
か
の
漢
文
書
籍
、
あ
る
い
は
ロ
ン
グ

マ
ン
の
英
文
法
書
や
シ
チ
ズ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
、
パ
ー
レ
ー
『
万
国

史
』、カ
ッ
ケ
ン
ボ
ス
『
小
米
国
史
』、あ
る
い
は
ア
ー
ビ
ン
グ
『
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
』
等
の
英
書
が
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
は
明
治
初
年
以
来
の
伝
統
的
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、

ご
く
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
普
通
学
の
講
習
を
、
専
門
知
識
習
得
の
予
備
教
育
機

関
と
し
て
「
予
科
」
と
い
う
か
た
ち
に
集
約
し
た
の
が
東
京
法
学

院
大
学
の
組
織
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
面
で
は
東
京
法
学

院
時
代
に
培
わ
れ
て
き
た
「
普
通
学
」
教
育
の
あ
り
方
を
大
き
く

変
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
他
面
で
は
東
京
外
国
語
学
校
長
の
高
楠
順
次
郎
に
、

講
師
だ
け
で
な
く
教
科
書
選
定
も
全
面
的
に
任
せ
る
な
ど
、
新
設

の
予
科
で
は
新
し
い
方
向
が
探
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
授

業
時
間
数
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

　

東
京
法
学
院
兼
修
科
の
場
合
、
そ
の
課
程
表
に
は
授
業
時
間
数

は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
修
得
す
べ
き
漢
学
書
籍
と
英
語
書
籍

の
数
で
は
後
者
が
若
干
上
回
る
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
東
京
法

学
院
大
学
予
科
で
は
、
外
国
語
お
よ
び
国
語
・
漢
文
と
変
わ
り
、

そ
の
時
間
数
は
外
国
語
が
毎
週
一
八
時
間
な
い
し
一
二
時
間
に
対

し
、
国
語
・
漢
文
は
毎
週
六
時
間
と
さ
れ
、
圧
倒
的
に
前
者
が
後
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東
京
法
学
院
大
学
と
教
科
書

者
を
上
回
り
、
そ
の
比
重
を
高
め
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
に
修
身
、
歴
史
、
地
理
、
法
学
通
論
、
論
理
学
、

簿
記
と
い
っ
た
科
目
が
加
わ
り
、
予
備
教
育
機
関
と
し
て
の
予
科

の
位
置
づ
け
に
見
合
っ
た
課
程
が
組
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

外
国
語
の
比
重
の
高
ま
り
は
、
外
交
官
や
判
検
事
、
弁
護
士
試

験
の
受
験
準
備
の
た
め
に
英
語
・
独
語
専
修
科
を
設
置
し
た
こ
と

に
も
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
た
と
え
ば
独
語
の
向
む
か
え
軍
治
講

師
の
場
合
、
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
「
権
利
競
争
論
」（『
権
利
の
た
め

の
闘
争
』）
を
教
科
書
と
し
、
ま
ず
訳
読
し
て
そ
の
意
味
を
理
解

さ
せ
、
次
い
で
原
文
に
あ
た
り
な
が
ら
そ
の
文
法
を
逐
一
講
義
す

る
と
い
っ
た
方
法
だ
っ
た
と
い
う
。
反
対
に
、
教
科
書
を
全
く
使

わ
ず
独
語
会
話
で
教
授
す
る
新
方
式
を
と
っ
た
福
間
博
講
師
の
よ

う
な
場
合
も
あ
っ
た
。

　

大
学
本
科
の
場
合
、
従
前
は
増
島
六
一
郎
を
出
版
人
と
す
る
メ

イ
ン
『
沿
革
法
理
』
や
ポ
ロ
ッ
ク
『
私
犯
法
』
と
い
っ
た
英
吉
利

法
律
学
校
お
よ
び
東
京
法
学
院
の
初
期
に
翻
刻
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト

ブ
ッ
ク
類
を
主
な
教
科
書
と
し
て
い
た
が
、
学
制
改
革
に
よ
る
科

目
編
制
で
は
国
内
法
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
英
法
は
著
し

く
比
重
を
落
と
し
、
教
科
書
も
た
と
え
ば
奥
田
義
人
『
法
学
通

論
』
や
松
本
丞じ
ょ
う

治じ

『
商
法
原
論
』（
い
ず
れ
も
東
京
法
学
院
大
学

発
行
）
と
い
っ
た
も
の
に
移
行
し
て
い
っ
た
。

　

ま
た
東
京
法
学
院
大
学
の
発
行
に
か
か
る
法
律
書
籍
も
、
高
橋

作
衛『
国
際
法
理
先
例
論
』や
松
原
一
雄『
最
近
国
際
公
法
原
論
』

と
い
っ
た
実
務
あ
る
い
は
受
験
者
向
け
の
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
専
門
学
校
令
に
も
と
づ
く
東
京
法
学
院
大
学
は
、
国

内
法
に
重
点
を
置
い
た
専
門
知
識
習
得
を
中
心
に
予
備
教
育
と
受

験
準
備
の
体
系
を
整
え
、
こ
れ
に
対
応
し
て
教
科
書
や
出
版
の
傾

向
も
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

地方紙「いはらき」掲載の入学試験広告


